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コミュニティバス路線・ダイヤの見直し方針案について 

 

■ バス交通の現状 

① 加西市の公共交通網 

加西市のバス交通としては、路線バスは他市町を連絡しており、コミュニティバスは北条地区

や中富口バス停を中心として市内を巡回する交通体系となっている。 

今回のコミュニティバス路線・ダイヤの見直し方針においては、以下のうちの「ねっぴ～号」

を対象に検討を行った。 

＜ 加西市の公共交通網 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料 3 

出典：かさいおでかけナビ（令和 6年 4月）より 
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② ねっぴ～号の概要 

今回のコミュニティバス路線・ダイヤの見直しの対象となる「ねっぴ～号」の概要は以下のと

おりである。 

 

＜ ねっぴ～号の概要 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

系統名 運行日 運行時間 運行本数 車両数 利用料金

市街地線 8:18～17:58 23便
・初乗り：210円
・中富口～アスティアかさい間：270円

国正線 7:30～15:27 4便
・初乗り：210円
・東国正～アスティアかさい間：560円

九会線 7:58～16:31 8便
・初乗り：210円
・九会～アスティアかさい間：470円

フラワー
センター線

7:43～19:27 6便
・初乗り：210円
・フラワーセンター南門前～アスティアかさい間：310円

soraかさい線 土・日・祝のみ運行 9:28～16:25 12便
・初乗り：210円
※ soraかさいバス停～フラワーセンター南門前バス停は230円

・soraかさい～イオンモール加西北条間：430円

5台
（うち予備車1台）

月曜日～金曜日
の毎日運行

（土・日・祝は運休）

ねっぴ～号 
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＜ ねっぴ～号市街地線 ＞ 
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＜ ねっぴ～号国正線 ＞ 
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＜ ねっぴ～号九会線・フラワーセンター線・soraかさい線 ＞ 
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③ ねっぴ～号の利用状況 

ねっぴ～号の利用者数は、2000年度から 2010 年度ごろまで減少傾向にあったものの、コミュ

ニティバスの再編や無料乗車券の導入などの利用促進等により 2011年度以降は増加傾向にある。 

2020 年度にはコロナ禍による外出抑制などで一時的に利用者数が減少したものの、その後は

コロナ禍の中でも利用者は増加し続けており、2023年度ではコロナ禍前である 2019年度の利用

者数に近づきつつある。 

 

＜ ねっぴ～号の利用者数 ＞ 
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④ ねっぴ～号の 1日当たり乗降者数（令和 5年度実績） 

ねっぴ～号の系統別 1 日当たり乗降者数としては、起終点であるイオン加西北条やアスティ

アかさいやその他、加西病院、中富口、とこなべ工業団地、播磨農高前のバス停での利用が多く

なっている。その他のバス停は 1 人/日以上のバスが散見されるものの、ほとんどが 1 人/日未

満となっている。 

 

＜ ねっぴ～号の 1日当たり乗降者数 ＞ 

●国正線                  ●九会線                 ●フラワーセンター線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市街地線（中富口線）         ●市街地線（福祉会館線）        ●sora かさい線 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

：3人以上

：2人以上

：1人以上

：0.5人以上

：0.5人未満

1日平均

イオンモール加西北条 477 388 865 1.77

アスティアかさい 400 528 928 1.90

横尾南 30 53 83 0.17

市役所正面口 218 72 290 0.59

市役所前 3 30 33 0.07

加西ハイツ西 1 13 14 0.03

加西病院 176 293 469 0.96

ハイツ市住前 21 21 42 0.09

加西ハイツ中央 0 3 3 0.01

古坂3丁目 53 46 99 0.20

健康福祉会館 165 18 183 0.38

玉丘町 1 5 6 0.01

玉野西口 0 7 7 0.01

玉野　 29 54 83 0.17

山枝 108 84 192 0.39

西別府　 2 5 7 0.01

別府 59 195 254 0.52

都染 47 6 53 0.11

都染北 2 1 3 0.01

野上 34 36 70 0.14

和泉 251 319 570 1.17

多加野農協前 10 18 28 0.06

馬渡谷口 51 38 89 0.18

千尾 6 18 24 0.05

油谷 26 25 51 0.10

宇仁小学校前 2 22 24 0.05

田谷 182 91 273 0.56

西国正 30 24 54 0.11

国正 45 43 88 0.18

東国正 69 42 111 0.23

合計 2498 2498 4996 10.24

バス停

年間

乗降
者数

乗車 降車
乗降
者数

1日平均

イオンモール加西北条 638 488 1126 2.31

アスティアかさい 1636 687 2323 4.76

横尾南 173 112 285 0.58

市役所正面口 312 349 661 1.35

市役所前 4 46 50 0.10

古坂3丁目 20 50 70 0.14

健康福祉会館 35 131 166 0.34

加西ハイツ中央 4 24 28 0.06

加西ハイツ西 2 2 4 0.01

ハイツ市住前 11 58 69 0.14

加西病院 162 397 559 1.15

東高室 198 140 338 0.69

丸山バイパス 1 7 8 0.02

丸山公園前 34 1 35 0.07

西高室 8 16 24 0.05

とこなべ工業団地 111 1225 1336 2.74

播磨農高前 252 88 340 0.70

北条高校前 67 67 134 0.27

飯盛 61 15 76 0.16

ﾌﾗﾜｰｾﾝﾀｰ南門前 118 145 263 0.54

門前 6 11 17 0.03

加西中学校前 18 16 34 0.07

宮木 372 321 693 1.42

九会 170 50 220 0.45

中野学校前 38 34 72 0.15

soraかさい 74 45 119 0.24

合計 4525 4525 9050 18.55

バス停

年間

乗車 降車
乗降
者数

乗降
者数

1日平均

イオンモール加西北条 0 233 233 0.48

アスティアかさい 1203 1278 2481 5.08

横尾南 30 356 386 0.79

丸山バイパス 205 174 379 0.78

丸山公園前 291 223 514 1.05

西高室 10 9 19 0.04

東高室 66 7 73 0.15

とこなべ工業団地 1677 943 2620 5.37

播磨農高前 167 438 605 1.24

北条高校前 12 116 128 0.26

飯盛 14 4 18 0.04

ﾌﾗﾜｰｾﾝﾀｰ南門前 306 200 506 1.04

合計 3981 3981 7962 16.32

乗降
者数

バス停

年間

乗車 降車
乗降
者数

1日平均

高速北条BS前 30 57 87 0.18

JA北条富田 30 68 98 0.20

イオンモール加西北条 1338 1794 3132 6.42

アスティアかさい 2034 2161 4195 8.60

横尾南 136 391 527 1.08

市役所正面口 488 545 1033 2.12

市役所前 99 110 209 0.43

加西ハイツ西 29 68 97 0.20

ハイツ市住前 292 195 487 1.00

加西病院 1967 1851 3818 7.82

加西ハイツ中央 36 68 104 0.21

古坂3丁目 342 260 602 1.23

健康福祉会館 348 209 557 1.14

古坂7丁目 79 93 172 0.35

古坂 219 236 455 0.93

鴨谷南 2 7 9 0.02

鴨谷 68 16 84 0.17

殿原 45 71 116 0.24

中富口 2421 1813 4234 8.68

中富 204 194 398 0.82

合計 10207 10207 20414 41.83

乗降
者数

バス停

年間

乗車 降車
乗降
者数

1日平均

高速北条BS前 11 0 11 0.02

JA北条富田 0 1 1 0.00

イオンモール加西北条 62 28 90 0.18

アスティアかさい 259 63 322 0.66

横尾南 3 9 12 0.02

市役所正面口 59 17 76 0.16

市役所前 1 0 1 0.00

加西ハイツ西 1 6 7 0.01

ハイツ市住前 0 43 43 0.09

加西病院 29 23 52 0.11

加西ハイツ中央 1 7 8 0.02

古坂3丁目 4 21 25 0.05

健康福祉会館 4 216 220 0.45

合計 434 434 868 1.78

バス停

年間

乗車 降車
乗降
者数

乗降
者数

1日平均

イオンモール加西北条 175 134 309 1.32

アスティアかさい 403 401 804 3.44

横尾南 6 42 48 0.21

市役所前 46 72 118 0.50

古坂3丁目 51 41 92 0.39

玉丘町 11 28 39 0.17

玉丘史跡公園 2 28 30 0.13

北条営業所 12 4 16 0.07

かさい愛菜館 6 34 40 0.17

フラワーセンター南門前 100 111 211 0.90

フラワーセンター 161 130 291 1.24

soraかさい 244 192 436 1.86

合計 1217 1217 2434 10.40

バス停

年間

乗車 降車
乗降
者数

乗降
者数
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⑤ ねっぴ～号の公共交通事業の路線評価結果（令和 5年度） 

ねっぴ～号の公共交通事業の路線評価結果としては、市街地線と九会・フラワーセンター線は

「路線維持（サービス強化の検討）」で経済性・公共性ともに基準値以上となっているものの、

国正線は「抜本的見直し」で経済性・公共性ともに基準値以下となっている。 

 

＜ 公共交通事業の路線評価結果（地域内フィーダー系統補助事業）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



― 9 ― 

■ コミュニティバス路線・ダイヤ見直しの趣旨・目的について 

加西市では、市民が住みやすく外出しやすいまちをめざして令和 5年 3月に「加西市地域公共

交通計画」を策定している。現在においては、この計画に示す方針に従って事業を推進している

ところであるが、以下に示す加西市の公共交通をとりまく環境の変化に対応し、雇用機会の創出

や地域経済の活性化などを目的として、コミュニティバスの路線・ダイヤの見直しを検討した。 

 

＜ 加西市の公共交通をとりまく環境の変化 ＞ 

① 加西工業団地・加西東産業団地からの公共交通導入要望 

② とこなべ工業団地バス停の利用状況の変化 

 

 

＜ 今回のコミュニティバス路線・ダイヤ見直しのターゲット ＞ 

① 加西工業団地・加西東産業団地の従業員 

②「プライムプラネットエナジー＆ソリューションズ【以降、「PPES」】」の従業員 

 

 

＜ 実態把握にかかる調査 ＞ 

① 加西工業団地・加西東産業団地の企業・従業員へのアンケート調査 

②「PPES」及び従業員へのアンケート及びヒアリング調査 

③ とこなべ工業団地バス停利用者へのアンケート調査 
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① 加西工業団地・加西東産業団地からの公共交通導入要望 

加西市にある「加西市工業団地」及び「加西東産業団地」の一部企業から「バスを導入してほ

しい」という要望があったことから、まずは利用需要の把握を行った上でコミュニティバス路

線・ダイヤの見直しに合わせて導入を検討した。 

＜ 加西工業団地・加西東産業団地の位置図 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 加西工業団地の区画図 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 加西東産業団地の区画図 ＞ 

 

 

 

 

 

 

  

出典：加西市所管データより 

出典：かさいおでかけナビ（令和 6年 4月）を基に加筆 

モリマーメディカル㈱ 

加西東産業団地 

加西工業団地 
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② とこなべ工業団地バス停の利用状況の変化 

ねっぴ～号の九会線・フラワーセンター線や路線バスが運行する「とこなべ工業団地バス停」

においては、平成 30年度から令和元年度にかけて利用者が大きく増加している。このため、主

な利用者である「PPES」への聞き取り調査にて、当該バス停の利用者増の要因を把握することに

より、さらなる利便性向上策を検討した。 

＜ とこなべ工業団地バス停の位置図 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ とこなべ工業団地バス停及びねっぴ～号全体における利用者数の推移 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

プライムプラネット
エナジー＆ソリュー

ションズ 

利用者数 比 利用者数 比

H28 2,215 100.0% 17,229 100.0%

H29 2,159 97.5% 20,758 120.5%

H30 2,259 102.0% 23,064 133.9%

R1 4,094 184.8% 23,964 139.1%

R2 4,027 181.8% 19,818 115.0%

R3 3,621 163.5% 19,704 114.4%

とこなべ工業団地 ねっぴ～号全体

100.0%

97.5%
102.0%

184.8% 181.8%

163.5%

100.0%

120.5%

133.9%
139.1%

115.0% 114.4%

80.0%

100.0%

120.0%

140.0%

160.0%

180.0%

200.0%

H28 H29 H30 R1 R2 R3

とこなべ工業団地 ねっぴ～号全体

出典：かさいおでかけナビ（令和 6年 4月）を基に加筆 

神姫バス 
宝殿～北条線 
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■ コミュニティバス路線・ダイヤ見直しに係る調査結果 

加西市の公共交通を取り巻く環境の変化として、「① 加西工業団地・加西東産業団地からの公

共交通導入要望」「② とこなべ工業団地バス停の利用状況の変化」があり、これらの実態を検証

するために、各企業及び従業員に対してアンケート調査及びヒアリング調査を実施した。 

 

① 加西工業団地・加西東産業団地の企業・従業員へのアンケート調査 

a. 企業アンケート調査結果（概要） 

○ 企業アンケート調査の概要 

 

 

 

 

 

○ 回収状況 

 

 

 

 

 

 

  

調 査 日：令和 6年 8月 1日（木）～令和 6年 8月 23日（金） 

        ※ ブリヂストンフローテック株式会社は、令和 6年 9月 20日（金）まで 

調査対象：加西工業団地 16社、加西東産業団地 14社   計 30 社 

調査方法：電子メール等を活用して、各企業の総務担当を通じてアンケート調査票を配

布し、電子データもしくは紙媒体で回収 

回収状況は、加西工業団地 16 社、

加西東産業団地 14社の合計 30社に配

布し、13社からの回答（回収率 43％）

があった。 

（13社/30社の回答、回収率43%）

団地名 企業名
企業アンケート

回収

アサヒ軽金属工業株式会社 -

株式会社イゲタ金網　兵庫工場 ○

伊東電機株式会社 ○

株式会社エス・ジー・シー ○

株式会社孝橋商店 ○

株式会社ダイケン　兵庫工場 -

株式会社椿本チエイン　兵庫工場 -

株式会社椿本バルクシステム　兵庫工場 -

山田酒造食品株式会社　加西倉庫 -

株式会社神戸鉄工　加西工場 ○

株式会社中谷製作所 ○

ブリヂストンフローテック株式会社　兵庫工場 ○

丸栄産業株式会社　加西出張所 -

マルユー包装株式会社 ○

モリマーメディカル株式会社　本社・加西工場 -

トッパンメディカルファクトリー株式会社 -

株式会社エイティロジテック -

合名会社アリモト　加西工場 -

マエカワテイスト株式会社　加西工場 -

菅野包装資材株式会社 -

芳生グラビア印刷株式会社 ○

天野商運株式会社　加西営業所 -

株式会社森川製作所　常吉工場 ○

株式会社エムシイシイ ○

パンチ工業株式会社　兵庫工場 ○

株式会社ハウゼコ 加西工場 -

株式会社泉精機工作所 -

株式会社三共　兵庫工場 -

日置運送株式会社　加西倉庫営業所 ○

丸中製菓株式会社 -

加西工業団地

加西東産業団地
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○ 公共交通の積極的な利用意向 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ バスの業務・来客での利用意向 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

   

公共交通の積極的な利用意向を見ると、77％の企業が「正社員、派遣社員、パート・アルバイ

トに積極的に利用させたい」「利用させたいと思っているが、諸条件により難しい」と回答して

いる。 

公共交通の積極的な利用意向としては、加西工業団地の 25％（2社）が「正社員、派遣社員、

パート・アルバイトに積極的に利用させたい」と回答しているものの、加西東産業団地では回答

はない。 

しかし、両団地とも「利用させたいと思っているが、諸条件により難しい」と回答している割

合が高いことから、条件を整えることで従業員の公共交通利用を積極的に勧めてもらえる可能

性がある。 

バスの業務・来客での利用意向としては、加西工業団地は半数の 4社が「利用したい」と回答

しており、加西東産業団地は 40％（2社）が「利用したい」と回答していることから、バスを接

続することで業務・来客での利用が一定数見込めると考えられる。 

25%

0%

50%

75%

25%

25%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

加西

工業団地

加西東

産業団地

正社員、派遣社員、パート・アルバイトに積極的に利用させたい
利用させたいと思っているが、諸条件により難しい
利用させたいとは思わない

（社）

8

4

・公共交通の需要がない 
・現行の電車・バスの交通の便が悪い 
・今の通勤手当が多くなる可能性がある 
・事務処理が煩雑になる可能性がある 
・バス通勤を許可する従業員の境目が分からな
い 

など 

50%

40%

13%

60%

38%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

加西

工業団地

加西東

産業団地

利用したい 利用したいと思わない 分からない

（社）

8

5

公共交通の
積極的な利用意向

正社員、派遣社員、
パート・アルバイト

に積極的に利用させたい

利用させたいと思っている
が、諸条件により難しい

利用させたいとは思わない 計

加西工業団地 2 4 2 8

25% 50% 25% 100%

加西東産業団地 0 3 1 4

0% 75% 25% 100%

計 2 7 3 12

17% 58% 25% 100%

※ 無回答・不明 1 票を除く

バスの業務・
来客での利用意向

利用したい 利用したいと思わない 分からない 計

加西工業団地 4 1 3 8

50% 13% 38% 100%

加西東産業団地 2 3 0 5

40% 60% 0% 100%

計 6 4 3 13

46% 31% 23% 100%
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b. 従業員アンケート調査結果（概要） 

○ 従業員アンケート調査の概要 

 

 

 

 

 

 

○ 始業・終業時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 通勤で利用する交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調 査 日：令和 6年 9月 9日（月）～令和 6年 9月 30日（月） 

調査対象：加西工業団地 3 社（以下の全てを満たす企業を対象：①従業員アンケート実

施可と回答、②送迎・自転車・徒歩の移動手段を利用している従業員が 1人

以上、北条地区に居住地がある従業員が在籍） 

調査方法：ウェブアンケート（google）の URLを企業にメールにて送付し、企業から従

業員に対して協力依頼 

始業・終業時刻としては、始業が 8:00～8:30、終業が 17:00～17:30の間となっている

ことから、この時間に合わせたバスの導入が必要と考えられる。 

従業員が通勤で利用する交通手段としては、ほとんどが「自動車（自分で運転）」とな

っているため、これらの方々の一部が公共交通に転換する可能性がある。 

0%
5% 5% 3%

92%

0% 0% 0% 0% 0%
0%

20%

40%

60%

80%

100%

徒
歩

自
転
車

バ
イ
ク
・
原
付

タ
ク
シ
ー

自
動
車
（
自
分
で
運
転
）

自
動
車
（送
迎
）

企
業
バ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

路
線
バ
ス

鉄
道

n=38 

交通手段 計 構成比

徒歩 0 0%

自転車 2 5%

バイク・原付 2 5%

タクシー 1 3%

自動車（自分で運転） 35 92%

自動車（送迎） 0 0%

企業バス 0 0%

コミュニティバス 0 0%

路線バス 0 0%

鉄道 0 0%

計 38 -

※ 複数回答

※ 無回答・不明 1 票を除く 

・始業時刻
8:00 8:20 8:30 11:11 計

1 29 7 1 38

3% 76% 18% 3% 100%

・終業時刻
17:00 17:10 17:15 17:20 17:30 計

1 26 7 2 1 37

3% 70% 19% 5% 3% 100%
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○ 通勤手当の支払いによる公共交通の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

通勤手当が支払われることで公共交通を利用するかという質問に対して、約 2 割の人

が利用したいと回答していることから、会社から通勤手当の認可が下りれば、公共交通

に転換する可能性がある。 

思う

21%

思わない

71%

既に利用

している

3%
条件が整えば

利用したい

5%

n=38 

公共交通の利用有無 計 構成比

思う 8 21%

思わない 27 71%

既に利用している 1 3%

条件が整えば利用したい 2 5%

計 38 100%
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② 「PPES」及び従業員へのアンケート及びヒアリング調査 

a. PPESアンケート・ヒアリング調査結果（概要） 

○ PPES アンケート・ヒアリング調査の概要 

 

 

 

 

 

 

○ PPES アンケート・ヒアリング調査結果 

 

 

 

調査項目 内容 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果 

従業員数 約 1,300人 

勤務形態 3 班 2 交代、4班 2交代、日勤 

就業時間 

3 班 2 交代：7:30～20:30、20:30～7:30 

4 班 2 交代：8:30～20:30、20:30～8:30 

日勤：8:30～17:05 

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
結
果 

・遠方からの来客者は主に高速バスで高速北条バス停まで来て、そ

こからタクシーで加西工場まで来社している。 

・弊社ホームページで公共交通でのアクセス方法を案内している

が、仮に北条鉄道で北条町駅まで来れたとしても、そこからねっ

ぴ～号で加西工場に行く場合に時刻が合わず、仕方なくタクシー

などの他の移動手段を利用せざるを得ない状況になっている。 

・とこなべ工業団地のバス利用者増加理由として、100～150 人

程度の研修者が加西工場で 4 月の 1 ヶ月間で新入社員の研修を

行っており、宿泊先のホテルルートイン加西からねっぴ～号で加

西工場まで来ていたことがある。 

・従業員数としては、2～3 年前に東高室の駐車場からシャトルバ

スを動かしていた際は 1,600 人程度（現在は 1,300 人程度）と

多く、バス利用者増加時期に重なっているのでこれも要因の１つ

かもしれない。 

・とこなべ工業団地バス停で発着しているバスに従業員が乗ること

は可能である。 
  

調 査 日：（アンケート調査）令和 6年 8月 19日（月） 

     （ヒアリング調査）令和 6年 8月 21日（水） 

調査対象：プライムプラネットエナジー&ソリューションズ株式会社の総務担当 

調査方法：（アンケート調査）電子メールを活用して、総務担当を通じてアンケート調

査票を配布し、電子データで回収 

（ヒアリング調査）総務担当に対して対面にてヒアリング 

「現在、とこなべ工業団地バス停で発着しているバスに従業員が乗ることは可能であ

る」という回答を得ているため、利用促進等を行うことで利用者数が増加する可能性が

ある。さらなる利用者増を図るためには、2 交代制の始業・終業時間である 7:30 や 20:30

に発着するバスが必要と考えられる。 
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b. 従業員アンケート調査結果（概要） 

○ 従業員アンケート調査の概要 

 

 

 

 

 

○ 始業・終業時刻 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 通勤で利用する交通手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13%
4% 4% 0%

83%

4% 0%

22%

0% 0%
0%

20%

40%

60%

80%

100%

徒
歩

自
転
車

バ
イ
ク
・
原
付

タ
ク
シ
ー

自
動
車
（自
分
で
運
転
）

自
動
車
（送
迎
）

企
業
バ
ス

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

路
線
バ
ス

鉄
道

交通手段 計 構成比

徒歩 3 13%

自転車 1 4%

バイク・原付 1 4%

タクシー 0 0%

自動車（自分で運転） 19 83%

自動車（送迎） 1 4%

企業バス 0 0%

コミュニティバス 5 22%

路線バス 0 0%

鉄道 0 0%

計 23 -

※ 複数回答

調 査 日：令和 6年 9月 20日（金）～令和 6年 9月 30日（月） 

調査対象：鎮岩工業団地 1 社（プライムプラネットエナジー&ソリューションズ株式会

社のみ対象）の従業員 

調査方法：ウェブアンケート（google）の URLを企業にメールにて送付し、企業から従

業員に対して協力依頼 

始業・終業時刻としては、始業が 8:30、終業が 17:05 となっていることから、この時

間に合わせたバス運行が必要と考えられる。（ただし、ねっぴ～号フラワーセンター線

で 8:13 着、17:25発のバスあり） 

・始業時刻 ・終業時刻

始業時刻 計 構成比 終業時刻 計 構成比

8:30 12 100% 17:05 12 100%

計 12 100% 計 12 100%

※ 無回答・不明 11 票を除く ※ 無回答・不明 11 票を除く

従業員が通勤で利用する交通手段としては、ほとんどが「自動車（自分で運転）」とな

っているため、これらの方々の一部が公共交通に転換する可能性がある。また、既にコ

ミュニティバスを利用している従業員もいる。 

n=23 



― 18 ― 

○ とこなべ工業団地バス停の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 通勤手当の支払いによる公共交通の利用有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

とこなべ工業団地
バス停の認知度

計 構成比

知っている 16 70%

知らない 7 30%

計 23 100%
知っている

70%

知らない

30%

とこなべ工業団地バス停の認知度としては、約 7 割の人が知っていると回答している

ことから、利用方法や通勤手当が支払われることを周知することにより、利用者は増加

する可能性がある。 

通勤手当が支払われることで公共交通を利用するかという質問に対して、約 3 割の人

が利用したいと回答していることから、会社から通勤手当の認可が下りれば、公共交通

に転換する可能性がある。 

n=23 

思う

30%

思わない

39%

既に利用している

4%

条件が整えば

利用したい

26%

n=23 

公共交通の利用有無 計 構成比

思う 7 30%

思わない 9 39%

既に利用している 1 4%

条件が整えば利用したい 6 26%

計 23 100%
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③ とこなべ工業団地バス停利用者へのアンケート調査 

○ とこなべ工業団地バス停利用者アンケート調査の概要 

 

 

 

 

○ 回答状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調 査 日：令和 6年 9月 17日（火） 

調査対象：とこなべ工業団地バス停の利用者（ねっぴ～号、神姫バス利用者） 

調査方法：バスの乗車待ちをしている方あるいは降車した方に対してヒアリング 

回答状況は、朝ピーク時 2 票、夕ピーク時 6 票の計 8 票となっている。朝ピーク時は

出社時ということもあり、回答数が少なくなっているが、夕ピーク時は退社時でバスの

待ち時間の間であることから、朝ピーク時より回答数は多くなっている。 

乗車
（人）

降車
（人）

合計
（人）

7:45
神姫バス

（宝殿～北条線）
0 1 1 1

7:49
ねっぴ～号

（フラワーセンター線）
0 5 5 0

8:13
ねっぴ～号
（九会線）

0 4 4 1

8:41
ねっぴ～号
（九会線）

0 0 0 0

0 10 10 2

17:25
ねっぴ～号

（フラワーセンター線）
4 0 4 3

18:00
ねっぴ～号

（フラワーセンター線）
0 0 0 0

18:00
神姫バス

（宝殿～北条線）
0 0 0 0

18:17
神姫バス

（宝殿～北条線）
1 0 1 1

18:30
ねっぴ～号

（フラワーセンター線）
0 0 0 0

19:20
ねっぴ～号

（フラワーセンター線）
2 0 2 2

7 0 7 6

7 10 17 8

時間帯 発着時刻 バス系統
アンケート
回収枚数

（票）

乗降者

朝
ピ
ー

ク
時

夕
ピ
ー

ク
時

計

計

合計
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○ 利用者の住所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 乗車・降車バス停 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ バスの利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

  

加西市北条町

48%

加西市上野町

13%

姫路市

13%

加古川市

13%

福岡県

13%

加西市在住

61％

その他

39％

利用者の住所は、6割以上が「加西市在住」であった。 

アスティアかさいバス停

74%

庄西口バス停

13%

宝殿駅北口バス停

13%

利用者の乗車・降車バス停は、7割以上が「アスティアかさいバス停」となっているこ

とから、当該バス停を起終点とした運行が望ましいと考えられる。 

n=8 

週5日程度

87%

週4日程度

13%

n=8 

利用者のバス利用頻度は、ほとんどが「週 5日程度」となっているため、平日毎日での

運行が望ましいと考えられる。 

n=8 

住所 計 構成比

加西市北条町 4 48%

加西市上野町 1 13%

姫路市 1 13%

加古川市 1 13%

福岡県 1 13%

計 8 100%

乗車・降車バス停 計 構成比

アスティアかさいバス停 6 74%

庄西口バス停 1 13%

宝殿駅北口バス停 1 13%

計 8 100%

利用頻度 計 構成比

週5日程度 7 87%

週4日程度 1 13%

年に数日程度 0 0%

今日初めて利用した 0 0%

その他 0 0%

計 8 100%
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○ バスを利用する理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ バス利用に関する改善点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用者がバスを利用する理由としては、「便利だから」「他に利用できる移動手段がな

いから」「自動車が運転できないから」などが比較的多いことから、各企業の従業員の

うちの「クルマを気軽に利用できない人」をターゲットとすべきと考えている。 

利用者が思うバス利用に関する改善点としては、「バスの便数を増やしてほしい」「も

う少し早く・遅くバスを運行してほしい」と回答していることから、利用者の始業・就

業時間に合ったバスがあれば、利用者が増加する可能性がある。 

38%

0%

13%

38%

13%

25%

38%

0%
0%

20%

40%

60%

80%

100%

便
利
だ
か
ら

安
く
済
む

早
く
到
着
で
き
る
か
ら

他
に
利
用
で
き
る
移
動
手
段

が
な
い
か
ら

バ
ス
停
が
近
い
か
ら

家
族
や
知
人
に
送
迎
を
頼
ま

な
く
て
済
む
か
ら

自
動
車
が
運
転
で
き
な
い
か
ら

そ
の
他

バスの利用理由 計 構成比

便利だから 3 38%

安く済む 0 0%

早く到着できるから 1 13%

他に利用できる移動手段がないから 3 38%

バス停が近いから 1 13%

家族や知人に送迎を頼まなくて済むから 2 25%

自動車が運転できないから 3 38%

その他 0 0%

計 8 -

※ 複数回答

n=8 

0% 0%

50%

75%

13% 13%

0% 0%

13% 13%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

特
に
な
い

バ
ス
停
を
近
く
し
て
ほ
し
い

も
う
少
し
早
く
・遅
く
バ
ス
を

運
行
し
て
ほ
し
い

バ
ス
の
便
数
を

増
や
し
て
ほ
し
い

時
間
通
り
に
バ
ス
を

運
行
し
て
ほ
し
い

運
賃
を
安
く
し
て
ほ
し
い

乗
継
を
良
く
し
て
ほ
し
い

車
両
を
乗
り
や
す
く

し
て
ほ
し
い

バ
ス
待
ち
環
境
を

良
く
し
て
ほ
し
い

そ
の
他

n=8 

バス利用に関する改善点 計 構成比

特にない 0 0%

バス停を近くしてほしい 0 0%

もう少し早く・遅くバスを運行してほしい 4 50%

バスの便数を増やしてほしい 6 75%

時間通りにバスを運行してほしい 1 13%

運賃を安くしてほしい 1 13%

乗継を良くしてほしい 0 0%

車両を乗りやすくしてほしい 0 0%

バス待ち環境を良くしてほしい 1 13%

その他 1 13%

計 8 -

※ 複数回答



― 22 ― 

○ バスが無くなった場合の移動方法 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用者が思うバスが無くなった場合の移動方法としては、「家族や知人に送迎してもら

う」という回答が比較的高いことから、送迎負担の軽減を目的としたバスの導入を行う

ことで、利用される可能性がある。 

38%
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仕
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そ
の
他

n=8 

バスがなくなった場合の移動 計 構成比

家族や知人に送迎してもらう 3 38%

自分で自動車を運転して行く 0 0%

鉄道で行く 0 0%

他のバスで行く 0 0%

タクシーで行く 2 25%

原付・バイクで行く 2 25%

自転車・徒歩で行く 4 50%

退職や転職等、仕事の仕方を変更するしかない 0 0%

その他 0 0%

計 8 -

※ 複数回答
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■ コミュニティバス路線・ダイヤ見直し検討（案） 

前頁までの状況を踏まえて、以下のとおりコミュニティバス路線・ダイヤの見直し検討（案）

を示す。 

 

＜ コミュニティバス路線・ダイヤ見直し検討（案）＞ 

① ねっぴ～号国正線の短縮による加西工業団地までのバス運行 

② ねっぴ～号九会・フラワーセンター線への鎮岩工業団地行きバスの増便（朝・夜） 

 

① ねっぴ～号国正線の短縮による加西工業団地までのバス運行 

【これまでの検討の経緯】 

・ねっぴ～号国正線は平成 12 年 6 月から運行しており、令和 5 年度時点では平日毎日２

往復で利用者数は 2,500人／年程度となっている 

・ねっぴ～号国正線の 1日あたりのバス停別乗降者数（令和 5年度）は、ほとんどのバス停

で 1人未満となっている（ねっぴ～号国正線の中で、北条地区を除いて最も乗降者数が多

いバス停である和泉バス停でも 1.17人／日程度） 

・ねっぴ～号国正線における公共交通事業の路線評価結果は長期に渡って「抜本的見直し（経

済性評価・公共性評価ともに基準値以下）」となっており、令和 5年度においても同様で

ある 

・地域主体型交通である宇仁ふれあいバスが令和 3 年 1 月から本格運行しており、令和 5

年度時点では国正線と小印南線の２ルートを曜日別（国正線は火・木、小印南線は月・水・

金）に 1日 3.5 往復しており、利用者数は 860人/年程度となっている。そのうち、宇仁

ふれあいバス国正線の一部区間はねっぴ～号国正線と同一である 

 

・一方で、加西工業団地や加西東産業団地からコミバス導入要望が出てきた 

・今回アンケート調査を行った結果、加西東産業団地では企業アンケートの回答率が低く（14

社中 5社）、「従業員に公共交通を積極的に利用させたい」と回答した企業がなかった。以上を

踏まえてバス利用に対する意識が低く需要は少ないと判断し、加西東産業団地は検討対象外

とした 

・また、加西工業団地では、「従業員に公共交通を積極的に利用させたい」と回答した企業が複

数社あったことや、一部の従業員は「通勤手当が支払われるのであれば利用したい」と回答して

いることから、一定の需要が見られると判断し、対象とした 
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・ただし、交通事業者においてはバスの運転手不足問題を抱えており、現段階での運転手の増

員は困難であるとともに、市の財政的には現段階での増車による対応は困難であることか

ら、現行の乗務員数・車両数での見直し検討を前提とする 

・現行のバス車両の台数や他系統との運行ダイヤを考慮すると、ねっぴ～号国正線を短縮して

その余剰時間を朝・夕のバス増便に活用する方法が考えられる 

・短縮する区間としては、宇仁ふれあいバス国正線と重複する区間が想定される 

・ただし、宇仁地域のねっぴ～号国正線の利用者が宇仁ふれあいバスで移動可能か確認する

など、地域住民への丁寧な説明が必要 

・見直し方針の具体案としては、朝は出勤時間に合わせた北条市街地から加西工業団地を経

由して宇仁・日吉地区方面への 7時・8時台のバスを運行、夕方は退勤時間に合わせた宇仁・

日吉地区方面から加西工業団地を経由して北条市街地への 17 時台のバスを運行すること

が想定される 

・現行車両（4 台）の運行状況を踏まえたバス利用需要を検証すると、加西工業団地の従業

員の利用が 4人以上となれば、現行の利用者よりも増加すると思われる 

 

【今後の検討事項】 

・宇仁郷まちづくり協議会や地元との協議による合意形成 → ただ単にバスの短縮を行うので

はなく、広く合意を得た上での見直しが必要 

・路線短縮に係る代替案の検討（サービスの維持） 

・アンケート調査だけでは把握しきれないバス利用需要を確認するための企業・従業員ヒアリ

ングの実施及びバス通勤のメリットの提案 

・見直し後のルート・時刻表・運賃等の詳細検討に係る交通事業者等との協議 

 

＜ ねっぴ～号国正線の路線・ダイヤ見直しイメージ ＞ 
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② ねっぴ～号九会・フラワーセンター線への鎮岩工業団地行きバスの増便（朝・夜） 

【これまでの検討の経緯】 

・とこなべ工業団地バス停の利用者数は、令和元年度以降大幅に増加している 

・とこなべ工業団地バス停利用者アンケート調査結果より、PPES の従業員は通勤でバスを利

用していることが分かった 

・従業員アンケート調査では、３割の人が自社の近くにバス停があることを知らなかった → 潜在

需要があると思われる 

・従業員アンケート調査では、一部の従業員が「通勤手当が支払われるのであれば利用したい」

と回答していることや、加西市民でアスティアかさいバス停からの利用が多いことから、一定

の需要が見られると考えられる 

・従業員が最も多い日勤の勤務時間は 8:30～17:05 であり、この時間帯に合うバスは既にある 

・3 班２交代の勤務時間は 7:30～20:30、4 班２交代は 8:30～20:30 であり、早朝の

7:30、夜間の 20:30に利用できるバスがない 

・令和 5 年度の公共交通事業の路線評価結果では九会・フラワーセンター線は「サービス強

化を図る（経済性評価・公共性評価ともに基準値以上）」となっている 

・現行の九会・フラワーセンター線の運行内容は維持し、PPESの通勤時間に合わせた朝・夜

のバスの増便が考えられるが、7:30 頃、20:30 頃の出勤・退勤者の需要を確認する必要

がある 

・仮にバスを増便する場合は、運転手の増員が必要であるが、交通事業者のバスの運転手不足

問題があるため、現時点での増員は困難である。また、バスの増便に係る運行費用は概算で

数百万円必要と想定されることから、バスの増便は慎重な検討にならざるを得ない状況で

ある 

・このため、現時点では PPES と連携した現行ダイヤのバスの利用促進を図り、さらなる利用者増

をめざすことが望ましいと考えられる 

 

【今後の検討事項】 

・PPESと連携した現行ダイヤの利用促進 

・朝・夕の出勤・退勤時間における公共交通需要の把握 

・PPESや交通事業者等との継続協議 

  



― 26 ― 

＜ ねっぴ～号九会・フラワーセンター線の今後の検討方針 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 


